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岐阜市未来共創ワークショップ 
活動報告書 



 

 

  

 

 

はじめに 
岐阜市では、2040 年頃を見据えたまちづくりの総合的な方針

として「岐阜市未来のまちづくり構想」を 2022 年 2 月に策定
しました。本構想は 5 年ごとの見直しを予定しており、2025 
年度から 2 年間をかけて改定作業を行っています。 

改定に向けた市民参画の取組みの一環として、市民ワークシ
ョップを開催しました。多様な世代・職業の参加者が集い、フ
ューチャーデザインの考え方を用いて岐阜市の未来像を描きな
がら、持続可能で魅力あるまちづくりの方向性を探りました。 

この活動報告書では、参加者が描いた岐阜市の未来像をお届
けします。皆さまにとって、岐阜市が目指すべき方向性につい 
て、ともに考え、行動するきっかけとなれば幸いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
フューチャーデザインとは 

様々な課題に対し、現役世代だけではなく、その課題が及ぶ
将来世代の立場も踏まえて、持続可能な社会システムを引き継 
ぐための仕組みをデザインする手法 

岐阜市未来のまちづくり構想に関する 
岐阜市ホームページ 
（ページ番号 1004125） 
https://www.city.gifu.lg.jp/info 
/seisaku/1004125/index.html 

https://www.city.gifu.lg.jp/info
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開催概要 
開催の目的 

市民の皆様の視点により、岐阜市の現状や課題を把握するとともに、2040 年頃の岐阜市が目指す姿と
その実現方法について意見を交換しながら、「共に行動する未来を考えること」を目的としています。 

 
開催スケジュール（全 3 回） 

第 1 回：2025 年 11 月 19 日（水） 午後 6 時〜午後 8 時 
第 2 回：2025 年 12 月 17 日（水） 午後 6 時〜午後 8 時 30 分 
第 3 回：2026 年 1 月 21 日（水）  午後 6 時〜午後 8 時 30 分 
 

開催場所 
岐阜市庁舎 6 階 6-1 大会議室 
 

ファシリテーター 
出村 嘉史 氏（岐阜大学 社会システム経営学環 教授） 
 
 
 
 
 
 
 
 

対象者 

市内在住・在勤・在学、又は岐阜市にゆかりのある中学生以上の方並びに岐阜市のまちづくりに 
積極的に携わっている方 

 
参加人数 

第 1 回：44 名 
第 2 回：45 名 
第 3 回：43 名 
 

グループ編成（分野別） 

A 班・B 班 教育・子育て 
C 班・D 班 健康・福祉・医療 
E 班・F 班 市民協働・防災・環境 
G 班・H 班 産業・労働・交流 
I 班・J 班 都市基盤整備・交通・中心市街地活性化 

経歴：  
2024 年度 TU Delft（オランダ）客員研究員 
2021 年度 〜現職 
2016 年度 〜美殿町ラボ 
2009 年度 〜岐阜大学 工学部准教授 
2008 年度 〜京都大学 大学院工学研究科助教 
2007 年度 University of Sheffield（英国）客員研究員 
2004 年度 〜京都大学 工学研究科助手 
専門：都市形成史・都市経営・景観デザイン 
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ワークショップの内容 
第 1 回 未来（2040 年頃）の視点から岐阜市の姿を描く 

岐阜市未来のまちづくり構想やまちづくりに関するインプット講義を行いました。その後、グループ
ワークにおいて、2010 年当時の自分を振り返ることで時代の変化を意識しつつ、2040 年の岐阜市の姿
を自由にイメージし、意見交換を通じて「2040 年の岐阜市の未来像」をグループごとにまとめました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

ワークショップの内容    
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ワークショップの内容 4 
 

第 2 回 未来（2040 年頃）の視点から現在を振り返る 

未来新聞の作成に向けて、第 1 回で話し合った「2040 年の岐阜市の未来像」について、その実現の
ために必要な要素、未来の姿と現状とのギャップ及び必要なアクションを考えました。未来から現在へ
の道筋を考えてグループごとにまとめ、発表しました。 
 
  

ワークショップの内容    
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第 3 回：未来（2040 年頃）の視点から現在を振り返る 

前回までの議論を踏まえ、各グループで未来新聞の作成に取り組みました。前回作成したワークシー
トを基に、生成 AI で作成した（※）未来新聞の素案を参加者の皆さんが修正・加筆し、2040 年の岐阜
市の姿を新聞形式で具体的に表現しました。最後にすべてのグループが発表を行い、様々な視点から描
かれた 2040 年の岐阜市の姿を共有しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

ワークショップの内容 

※本ワークショップにおける生成 AI 活用について 
本ワークショップでは、皆様の豊かなアイデアを形にするプロセスを最適化し、より創造的な議論に時間を

充てるため、生成 AI を活用して未来新聞の原案を作成しました。なお、AI はあくまでサポートツールとし、 
文章及び画像は必ず人の目で確認のうえ、最終判断は参加者が行いました。 
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未来新聞＆講評 

全体講評 

短い時間の中で、各グループに素晴らしいプレゼンテーションを行っていただ
きました。全てのビジョンが既に達成された未来として語られており、非常に感
動的でした。10 グループがそれぞれ独自の未来を描き、それを過去形で語るこ 
とでその道のりまでも想像させてくれる表現が印象的でした。 

 
これらの未来新聞は広く共有しても恥ずかしくない質の高いものです。皆さん

で読み合い「こんな発想もあるのか」と気づきを得ることで、考え方も変わって
くるのではないでしょうか。楽しみながら創造的な活動をすることが、実は未来 
を切り拓くことにつながると思います。 

 
新聞記事という形式を選ぶことで、どのような社会が実現しているかを具体的

に考える機会になったと思います。議論では、現在との比較だけでなく、その社
会がどのように成り立っているのかという構造を紐解くような深い考察がなさ 
れていた点が特に素晴らしかったと思います。 

 
 

次ページからは、ワークショップで各グループが新聞形式で発表した 2040 年の岐阜市の姿を、ファ
シリテーターによる講評とともにご紹介します。 

未来新聞＆講評    



 

7 
 

 

  

基本的に人の個性を一つ一つ尊重しながら、それによって未来を作って 
いくという社会の姿が素晴らしいと思いました。 

未来新聞＆講評 
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子育てを機に皆さんが戻ってくるという点が印象的です。外からも中からも人が集まり、 
育ち合える場所を作る。とても素晴らしい願いが実現された 15 年後の姿だと思います。 

未来新聞＆講評    
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技術でできることは技術で解決し、マッチングなどを通じて人と人を繋げていく発想が
素晴らしいです。菓子巻きを一つの産業として仕立て上げるという構想が印象的でした。 

未来新聞＆講評 
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素晴らしい未来像です。どのような取り組みをすれば、この 
未来が得られるのか、具体的に見えてきた気がします。 

未来新聞＆講評    
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環境との調和が素晴らしいですね。森と共存しながらも、しっかりと 
社会が実を結んでいる様子がよく伝わってきました。 

未来新聞＆講評 
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10 年で 50 万人という数字は非常に印象的です。自治会の変革を一つの歴史として捉え、 
そこから新たに積み上げていく姿を物語として描かれた点が素晴らしいと思います。 

未来新聞＆講評    



 

13 
 

 

  

「マルチワーク」がキーワードとなっている点が興味深いです。不確かなスタート
アップでも自信を持って挑戦できるよう、しっかりとした支援の受け皿が整備され 
ている社会像が描かれていると感じました。 

未来新聞＆講評 
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未来新聞＆講評    
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未来新聞＆講評 

 

16 
 

 

  

河川敷の活用が非常に魅力的です。見た目の美しさだけでなく、本質的に IT やテクノロ
ジーが組み込まれ、自動運転も実現している点が素晴らしいと思います。医療・教育・
環境が融合することで、単に治療を受けるだけでなく予防医療のような新しい取り組み 
も可能になっています。 

未来新聞＆講評    
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豊かなコミュニティの構築過程が報道されている点が印象的です。特に公民館のリニ
ューアルを完全にやり遂げるという発想は、実現が難しい課題ですが、これを切り口
にした未来像は非常に興味深いと思いました。 

未来新聞＆講評 
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街の構造が完全に変革されている点が印象的です。特に「道路は車が走る場所ではない」
という発想が斬新です。素晴らしい未来の実現を効果的に伝えていただきました。 

未来新聞＆講評    
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アンケート結果 (n=29) 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参加者の声 

多世代交流・多様性の価値 

様々な年代・様々な職種の方が集まって、自分にはない考えに触れることができたこ
とがよかったです。まちづくりの奥深さや楽しさ、難しさを学ぶ貴重な機会となりま
した。（20〜29 歳） 
 
さまざまな会社・団体の方と多世代交流ができ、岐阜を住みよいまちにするための意
見交換ができたことは非常に刺激になった。岐阜の人、まちについてこんなにも前向
きに想っている人がたくさんいるのだと気づけ、貴重な機会になった。（20〜29 歳） 

 

まちづくりへの理解深化 

様々な立場、年代の意見や課題意識が聞けたことで岐阜市に対しての理解が深まっ
た。（40〜49 歳） 
 
働き方改革の進展により、働きながらまちづくりに関わることが現実的になってきて
いることを改めて実感しました。多様な世代や立場の人が関われるまちづくりの必要
性を学ぶ、有意義な時間となりました。（30〜39 歳）
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14%
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高くなった
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アンケート結果 

 

 
 

 

  

市民の皆様とともに 
3 ヶ月間にわたる岐阜市未来共創ワークショップ

は、多くの市民の皆様のご参加により、実りある対話
と創造の場となりました。この場で生まれたアイデア
や議論は、これからの岐阜市の未来を形作る貴重な種 
となるでしょう。 

 
私たちが目指す 2040 年の社会は、人口減少という

大きな転換点を迎えています。この変化に対応するた
め、これからは、今まで以上に市民の皆様お一人おひ
とりが主役となる時代がやってきます。そのとき行政
に求められる役割は、指示や主導ではなく、皆様の想
いや行動に寄り添い、共に歩む「伴走者」となること 
ではないでしょうか。 

 
本報告書を通じて、ワークショップの熱気と創造性

を少しでもお伝えできれば幸いです。しかし、これで
終わりではありません。持続可能な岐阜市の実現に向
けてこれからも市民の皆様とともに未来を描き、形に 
していく協働の旅を続けていきたいと願っています。 

 
皆様の想いと行動が、私たちのま

ちを動かす原動力です。ワクワクする
ような未来の岐阜市を、共に創って 
いきましょう。 
 

岐阜市企画部未来創造研究室 



 

 

 

 
 

Thank you for participation ! 
市民と共に創る、岐阜市の未来 

2026 年 3 月 
岐阜市企画部未来創造研究室 


